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侵略 的 外 来生 物 の 侵入 に よ る被 害 は 世界 中 で 起き て お り、 近 年 人間 の 活 動の
活発 化 や 物流 の 変 化に よ っ てよ り 深 刻に な っ てい る 。 侵略 的 外 来生 物 の 中で も
侵略 的 外 来ア リ は 重要 で あ り、 ア ル ゼン チ ン アリ ( L i n e p i t h e m a  h u m i l e  ( M a y r,  
1 8 6 8 ) )は そ の 代表 的 な種 で あ る。 ア ル ゼン チ ン アリ は 侵 入地 で は 巨大 な ス ーパ
ーコ ロ ニ ーを 形 成 する こ と があ る こ とが 知 ら れ、非 常に 個体 群 密 度が 高 く なり 、
長大 な 行 列を 形 成 し分 巣 を 繰り 返 し て生 息 地 を拡 大 す る。こ のよ う な 生態 から 、
殺虫 剤 の 散布 や ベ イト 剤 (毒餌 剤 )とい った 既 存 の防 除 手 段を 対 症 療法 的 に 行っ
ても 、 行 列に よ る 周囲 か ら の流 入 よ り、 個 体 数が 速 や かに 回 復 して し ま い、 有
効な 防 除 手段 と は なり に く かっ た 。 数少 な い アル ゼ ン チン ア リ の防 除 の 成功 事
例は 、 侵 入初 期 で あっ た り 小さ な 島 であ っ た りす る な ど、 生 息 地が 限 ら れて い
ると い っ た条 件 に おい て の みで あ る 。  
アル ゼ ン チン ア リ の生 態 や 難防 除 性 に重 要 な 要素 で あ る行 列 で ある が 、 アリ
は一 般 的 に行 列 を 形成 ・ 維 持す る の に道 し る べフ ェ ロ モン を 用 いて い る 。こ の
道し る べ フェ ロ モ ンは 種 特 異的 で あ ると さ れ てい る 。 アル ゼ ン チン ア リ にお い
ては 、 先 行研 究 に よる と 道 しる べ フ ェロ モ ン の主 成 分 は ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l で
ある こ と がわ か っ てい る 。 この ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l は イ ネ の害 虫 で ある ニ カ メ
イガ ( C h i l o  s u p p r e s s a l i s  ( Wa l k e r,  1 8 6 3 ) )の 性 フ ェロ モ ン成 分の 一 つ であ り 、高
濃度 合 成 性フ ェ ロ モン で 交 尾行 動 を 妨害 す る こと で 防 除を 行 う 交信 攪 乱 法が 既
に実 用 化 され て い る。  
本研 究 で はニ カ メ イガ の 交 信攪 乱 法 に示 唆 を 得て 、 合 成 ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l
を用 い る こと で ア ルゼ ン チ ンア リ の 行列 を 攪 乱で き る こと を 確 認し 、 そ れを 利
用し て 採 餌活 動 を 抑制 し 、 さら に 個 体群 密 度 をも 抑 制 する と い う防 除 手 法が 現
実的 に 実 行可 能 か どう か 検 証し た 。 また 、 道 しる べ フ ェロ モ ン が一 般 的 に種 特
異的 で あ ると い う 点 や そ の 顕著 な 反 応 に 注 目 し、 ア ル ゼン チ ン アリ の 簡 便な 同
定法 を 開 発で き な いか 検 討 した 。  
第 1 章 で は、 日 本 のア ル ゼ ンチ ン ア リに 対 し て、 合 成 ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l が
道し る べ フェ ロ モ ンと し て の活 性 が あり 、 ま た高 濃 度 では 逆 に 行列 が 攪 乱さ れ
るこ と を 確認 す る ため に 、 合成 ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l を 板 目 紙に 直 線 に塗 り 、 ア
ルゼ ン チ ンア リ の 天然 の 行 列が 誘 導 また は 攪 乱さ れ る かど う か を、 濃 度 を変 化
させ な が ら検 証 し た。 そ の 結果 、 ア ルゼ ン チ ンア リ は 濃度 ご と に行 動 が 大き く
変化 し た 。至 適 濃 度の 合 成 ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l が 用 いら れ た実 験 で は行 列 が 誘
導さ れ た が、 高 濃 度に な る つれ 誘 導 され る 個 体は 減 り 行列 が 攪 乱さ れ る よう に
なっ た 。 全実 験 に おけ る 最 大濃 度 の 実験 に 至 って は 、 板目 紙 だ けで は な くそ の
周辺 に ま で行 列 攪 乱効 果 が 及ぶ こ と がわ か っ た。  
第 2 章 で は、 合 成 ( Z ) - 9 - h e x a d e c e n a l を含 む 合 成道 し る べフ ェ ロ モン 製 剤 を
高密 度 に 用い て 防 除効 果 が 得ら れ る か検 証 す るた め に 、実 際 の 侵入 地 の 圃場 で
アル ゼ ン チン ア リ が活 発 な 1 シ ー ズ ンの 間 に わた っ て 防除 試 験 を行 っ た 。実験
圃場 を 処 理区 と 無 処理 区 に 分け 、約 1 ヶ月 ご と に合 成 道 しる べ フ ェロ モ ン 製剤
を交 換 し なが ら 、 砂糖 水 を 塗っ た 皿 に集 ま る 個体 数 を 記録 す る こと で 、 採餌 活
動の 抑 制 効果 を 評 価し た 。 また 、 合 成道 し る べフ ェ ロ モン 製 剤 を交 換 す る際 に
一時 的 に 製剤 が な い条 件 で も砂 糖 水 に集 ま っ た個 体 数 を記 録 し 、そ れ を 個体 群
密度 の 指 標と し て 評価 し た 。 そ の 結 果、 長 期 間の 合 成 道し る べ フェ ロ モ ン製 剤
の設 置 に よっ て も 馴化 な ど は観 察 さ れず 、 行 列攪 乱 効 果や 採 餌 活動 用 抑 制効 果
は維 持 さ れる こ と がわ か っ た 。 そ の 一方 、 1 シ ーズ ン に わた っ て 処理 が 行 われ
たに も 関 わら ず 、 個体 群 密 度抑 制 効 果は 見 い ださ れ な かっ た 。 本章 の 研 究で は
合成 道 し るべ フ ェ ロモ ン 製 剤の 防 除 効果 は 否 定的 な 結 果と な っ たが 、 そ の後 の
研究 で 合 成道 し る べフ ェ ロ モン 製 剤 と ベ イ ト 剤と の 併 用で 相 乗 効果 が あ るこ と
が見 い だ され た 。  
第 3 章 で は、ア ル ゼン チ ン アリ 侵 入 の早 期 発 見の 一 助 とな る べ く、合 成 道し
るべ フ ェ ロモ ン 製 剤を 用 い たア ル ゼ ンチ ン ア リの 簡 易 同定 法“行 列 攪 乱同 定法 ”
の開 発 を 行っ た 。 また 併 せ て合 成 道 しる べ フ ェロ モ ン 製剤 が 日 本在 来 ア リに 影
響を 与 え てい な い こと も 確 認し た 。 実験 は 合 成道 し る べフ ェ ロ モン 製 剤 をア ル
ゼン チ ン アリ お よ び日 本 在 来ア リ の 行列 の 近 傍に 設 置 し、 撮 影 した 動 画 をも と
に行 列 が 攪乱 さ れ るか ど う かを 解 析 する こ と で行 わ れ た。 そ の 結果 、 最 も優 秀
であ っ た 解析 法 で は、 一 定 規模 以 上 のア ル ゼ ンチ ン ア リの 行 列 が合 成 道 しる べ
フェ ロ モ ン製 剤 で 攪乱 さ れ たこ と が 統計 学 的 に有 意 で あっ た 一 方、 実 験 に用 い
た日 本 在 来ア リ で は攪 乱 は 検出 さ れ なか っ た 。こ の こ とか ら 、 “行 列 攪 乱 同 定
法” は ア ルゼ ン チ ンア リ の 簡易 同 定 手法 と し て有 望 あ ると 考 え られ る 。  
本研 究 か らア ル ゼ ンチ ン ア リの 総 合 的な 防 除 プロ グ ラ ムを 組 む 上で 、 既 存の
ベイ ト 剤 など と い った 手 法 と組 み 合 わせ て 、 合成 道 し るべ フ ェ ロモ ン を 用い る
手法 が 有 効で あ る こ と が 示 唆さ れ た 。  
